
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（２学年用） 教科　  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２
学
期

・労働災害の種類とその原因につい
て例をあげて説明できる。
・労働災害を防止するために必要な
ことをあげることができる。・職場
がおこなう健康に関する取り組みに
ついて例をあげて説明できる。
・余暇を積極的にとることの意義に
ついて説明できる。

・労働災害と健康
・健康的な職業生活

・労働による傷害や職業病などの労働災害
は，作業形態や作業環境の変化に伴い質や量
が変化してきたことについて，理解したこと
を言ったり書いたりしている。
・労働災害を防止するには，作業形態や作業
環境の改善，長時間労働をはじめとする過重
労働の防止を含む健康管理と安全管理が必要
であることについて，理解したことを言った
り書いたりしている。

○ ○

・妊娠・出産と健康
・避妊法と人工妊娠中絶

・結婚生活について，心身の発達や健康の保
持増進の観点から理解したことを言ったり書
いたりしている。
・受精，妊娠，出産とそれに伴う健康課題に
ついて，理解したことを言ったり書いたりし
ている。
・家族計画の意義や人工妊娠中絶の心身への
影響などについて，理解したことを言ったり
書いたりしている。

○ ○

・性意識と性行動の選択

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

・妊娠・出産の過程における健康課
題について説明できる。
・妊娠・出産期に活用できる母子保
健サービスの例をあげることができ
る。・家族計画の意義と適切な避妊
法について説明できる。
・人工妊娠中絶が心身に及ぼす影響
について説明できる。

○ 4

・思春期における心身の発達や性的成熟に伴
う身体面，心理面，行動面などの変化に関わ
り，健康課題が生じることがあることについ
て，理解したことを言ったり書いたりしてい
る。
・思春期の心身の変化に対応して，自分の行
動への責任感や異性を理解したり尊重したり
する態度が必要であること，及び性に関する
情報等への適切な対処が必要であることにつ
いて，理解したことを言ったり書いたりして
いる。

4

・性意識の男女差について例をあげ
て説明できる。
・性情報が性行動の選択に影響を及
ぼす例をあげることができる。

保健 保健

（１組：川瀬　剛） （２組：内山卓己）

保健 保健 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

現代高等保健体育「（50　大修館　保体701）」

保健

健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考・判断できるようになる

生涯を通じて自らの健康を適切に管理し，改善していく資質や能力を身につける。

保健

【 知　識　及　び　技　能 】

（３組：内山卓己）（４組：内山卓己）（５組：飯田昌代）（６組：飯田昌代）（７組：川瀬剛）

定期考査
1○○

個人および社会生活における健康・安全について理解を深められるようになる

生涯を通じる健康、健康を支える環境づくりに
ついて，主体的にねばり強く学習に取り組もう
としている。

【学びに向かう力、人間性等】

生涯を通じる健康、健康を支える環境づくりに
ついて，課題の解決に役立つ基礎的な事項を理
解するとともに，心肺蘇生法等を実施できる。

生涯を通じる健康、健康を支える環境づくりに
ついて，自他や社会の課題を発見し，合理的，
計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に，目的や状況に応じて他者に伝えることがで
きる。

○ ○ ○ 2

配当
時数

・ライフステージと健康の関連につ
いて説明できる。
・各ライフステージで活用できる社
会からの支援について例をあげるこ
とができる。・思春期における体の
変化を，女性と男性に分けて説明で
きる。
・思春期の心の発達にかかわって起
こる問題について例をあげることが
できる。

・ライフステージと健康
・思春期と健康

１
学
期

・思春期における心身の発達や性的成熟に伴
う身体面，心理面，行動面などの変化に関わ
り，健康課題が生じることがあることについ
て，理解したことを言ったり書いたりしてい
る。
・思春期の心身の変化に対応して，自分の行
動への責任感や異性を理解したり尊重したり
する態度が必要であること，及び性に関する
情報等への適切な対処が必要であることにつ
いて，理解したことを言ったり書いたりして
いる。

○ ○ ○

6○○○

・結婚生活について，心身の発達や健康の保
持増進の観点から理解したことを言ったり書
いたりしている。
・受精，妊娠，出産とそれに伴う健康課題に
ついて，理解したことを言ったり書いたりし
ている。
・家族計画の意義や人工妊娠中絶の心身への
影響などについて，理解したことを言ったり
書いたりしている。

・結婚生活と健康
・中高年期と健康
・働くことと健康

・心身の発達と結婚生活の関係につ
いて説明できる。
・結婚生活を健康的に送るために必
要な考え方や行動をあげることがで
きる。・加齢にともなう心身の変化
について例をあげて説明できる。
・高齢社会に必要な社会的な取り組
みについて例をあげて説明でき
る。・働くことの意義と健康とのか
かわりについて説明できる。
・働き方や働く人の健康問題の変化
について説明できる。

・大気汚染の原因と健康への影響に
ついて例をあげて説明できる。
・大気にかかわる地球規模の健康問
題について例をあげて説明でき
る。・水質汚濁，土壌汚染の原因と
その健康影響を説明できる。
・大気，水，土壌にまたがる複合的
な環境汚染の発生のしくみについて
説明できる。

・大気汚染と健康
・水質汚濁，土壌汚染と健康

・人間の生活や産業活動は，大気汚染，水質
汚濁，土壌汚染などの自然環境汚染を引き起
こし，健康に影響を及ぼしたり被害をもたら
したりすることがあるということについて，
理解したことを言ったり書いたりしている。

4○○○

○ 4

1○○
定期考査



定期考査 ○ ○

合計

32

３
学
期

・環境汚染による健康被害を防ぐ方
法について説明できる。
・産業廃棄物の処理について説明で
きる。・ごみの処理の現状やその課
題について説明できる。
・上下水道のしくみと健康にかかわ
る課題を説明できる。・食品の安全
性と健康とのかかわりについて説明
できる。
・食品の安全性に関する今日的課題
について説明できる。

・環境と健康にかかわる対策
・ごみの処理と上下水道の整備
・食品の安全性

・健康への影響や被害を防止するためには，
汚染物質の排出をできるだけ抑制したり，排
出された汚染物質を適切に処理したりするこ
となどが必要であることについて，理解した
ことを言ったり書いたりしている。
・健康への影響や被害を防止するために環境
基本法などの法律等が制定されており，環境
基準の設定，排出物の規制，監視体制の整備
などの総合的・計画的対策が講じられている
ことについて，理解したことを言ったり書い
たりしている。

○ ○

２
学
期

・健康を保持増進するためには，検診などを
通して自己の健康上の課題を的確に把握し，
地域の保健所や保健センターなどの保健機
関，病院や診療所などの医療機関，及び保
健・医療サービスなどを適切に活用していく
ことなどが必要であることについて，理解し
たことを言ったり書いたりしている。

・わが国における医療保険のしくみ
について説明できる。
・さまざまな医療機関の役割につい
て説明できる。・医薬品の正しい使
用法について説明できる。
・医薬品の安全性を守る取り組みに
ついて例をあげて説明できる。・国
際機関・民間機関などの保健活動に
ついて例をあげて説明できる。
・行政機関による社会的対策につい
て例をあげて説明できる。

・医療サービスとその活用
・医療品の制度とその活用・さま
ざまな保健活動や社会的対策

1○○
定期考査

・食品の安全性を確保するための行
政や製造者の役割について説明でき
る。
・食品の安全性を確保するための個
人の役割について説明できる。・保
健行政の役割について例をあげて説
明できる。
・保健サービスの活用の例をあげる
ことができる。

2○○○

・人々の健康を支えるためには，食品の安全
性を確保することが重要であり，食品の安全
性が損なわれると，健康に深刻な被害をもた
らすことがあり，食品の安全性を確保するこ
とは健康の保持増進にとって重要であること
について，理解したことを言ったり書いたり
している。

・食品衛生にかかわる活動
・保健サービスとその活用

○ 2

2○○○


